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第４４号

会報 文化財保存新潟県協議会 2009年９月１４日発行

文化財保存新潟県協議会・第１１回大会

新潟の玉作研究最前線！
～弥生・古墳時代に人々を魅了したアクセサリー～

今年度の文化財保存新潟県協議会総・大会を以下のように開催いたします。

総会は文化財保存新潟県協議会会員（新潟県内在住の文化財保存全国協議会会員）が年に

一度集まり、本会のこれまでの活動を振り返り、今後の指針を協議する重要な会です。また、

大会は広く市民に参加を呼びかけ、遺跡と歴史を一緒に学ぼうという機会です。今回は、和

洋女子大学名誉教授の寺村光晴さんによる玉作研究に関する講演を中心にお送りします。み

なさんご存じの寺村さんは、新潟県出身で日本の玉作遺跡研究をリードしてきた方です。こ

れまでの豊富な研究の成果をふまえ、全国的な動向の中で新潟の玉作研究の現状をお話しい

ただきます。また、講演に加えて県内３遺跡の最新の発掘調査報告も予定しています。新潟

における豊かな玉作研究の成果と現状を知るまたとない機会です。

なお、大会終了後は懇親会を開催いたします。お気軽にご参加下さい。

大会・懇親会への参加は、会員に限りません。歴史や遺跡に興味をお持ちの方々のご参加

をお待ちしています。

と き：２００９年１０月２４日（土）

ところ：新潟市歴史博物館（みなとぴあ）・２階セミナー室

（新潟市中央区柳島町2-10 ℡：025-225-6111）

日 程：総 会 １０：３０～１１：３０

（いつもより早くなっています。ご注意ください）

大 会 １２：３０ 一般受付開始

１３：００開会～１６：３０（終了予定）

講演「越後・佐渡における弥生・古墳時代玉作研究の

最前線を考える」

寺村光晴さん（和洋女子大学名誉教授）
報告：県内の玉作関連遺跡最新発掘調査報告（各報告30分）

「糸魚川市南押上遺跡」小池勝典さん（（株）吉田建設）

「長岡市五千石遺跡」加藤由美子さん（長岡市教育委員会）

「新潟市西郷遺跡」土橋由理子さん

（新潟県埋蔵文化財調査事業団）

懇親会 １７：００～（会場は当日ご案内します。会費４０００円程度。）

※資料代５００円をいただきます。詳しくは、同封のチラシをご覧下さい。
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蒲原の古墳・古代遺跡を体感する春のバスツアー

身近な「新津」の歴史を堪能した春の一日！
５月１７日（日）、文新協としては久しぶりの春の見学会を開催しました。今回のコースは

新津の古代から近現代までの遺跡をまわるもの。それぞれに見どころ聞きどころがあり、大

変充実した内容となりました。

まずは、「石油の世界館」。ここでは地質学の小林巌先生の解説とともに「石油の世界館友

の会」の小野沢省一さんのお話を伺うことができました。小野沢さんは、金津の油田で長く

働いていた方で現在は８０歳を越えていらっしゃいますが、そのお話しぶりは現役そのもの。

１つひとつの作業の過程をリアルに解説してくださいました。金津油田は現在、近代化産業

遺産に指定されています。つい最近まで採掘を続けていたために機械もまだ現役で動かすこ

ともできます。この油田の始まりは明治６年。手掘りでの厳しい作業の中で借金をしながら

の開発だったようです。１９００年代にはいると機械化が始まり、一時は国産石油の６０％

を占めるほどの採掘量をほこり、新津も石油の町として発展しました。「館」の見学の後は、

雨の中、石油が含まれる層が表れている露頭へと向かいました。砂と油を含む層が相互に積

み重なる見事なものでした。

整備の進む八幡山遺跡～環濠の様子石油が含まれる地層を観察

実物の迫力に圧倒されます。ジオラマを前に小林先生の解説
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次に見学に行ったのは古津八幡山遺跡。説明は

新潟市の渡辺朋和さんにお願いし、国史跡として

公開するための復元の様子を見せて頂きました。

整備は順調に進み、今までとは違った景観が広が

っていました。復元した物を作るより見学者の想

像力を高める工夫が随所に見られ、雨の中でした

が、違った時間の中にいるようでした。前方後円

型周溝墓や方形周溝墓も復元され、集落全体の機

能が体感できるようになっています。

その後、バスの中から九九木簡が出土した大沢

谷地遺跡を見学しました。平野の田圃のど真ん中

に遺跡はありました。木簡に書かれた練習してい

た九九は少し間違いもあったそうで、ちょっと身

近に感じてしまいました。

さて、最後が新潟県埋蔵文化財センター。ここ

では県埋蔵文化財調査事業団の荒川隆史さんに説

明して頂きました。埋文センターには最近の発掘

成果が所狭しと展示されています。それを１つひ

とつ丁寧に解説して頂きましたが、何といっても、

最後に見せて頂いた青田遺跡の遺物が圧巻でし

た。低湿地の遺跡から生々しい有機物（木や漆な

ど）の遺物が大量に出土し、縄文後・晩期のムラの様子が十分に想像できます。しかし、そ

れ以上に荒川さんが現在進めている栗の木とムラの関係の研究のお話しは、興味がそそられ、

参加者のみんなが、わくわくし、身を乗り出して聞き入っていました。これはじっくりお話

を伺う機会を作らなければならない、と次の企画まで話が及びました。

今回のコースは盛りだくさんでしたが､それぞれに解説者のお話はわかりやすく、遺跡を大

切にし､誇りに思う気持ちが伝わってきました。文新協ならではの見学会であったと参加者は

満足。身近な遺跡をじっくり見学するのも良いものです。（川上真紀子）

編集後記 秋は、大会や遺跡見学会などの行事が目白押しです。今年も有意義なものにしたい

と準備を進めています。皆さん、ふるってご参加下さい。

この『会報』は文全協会員でなくても、文新協行事に参加された方には、可能な限りお送りしてい

ます（ご参加なき場合は郵送を取りやめる場合があります）。名簿は本会からの連絡にのみ使用し、

個人情報保護に留意し厳正に管理しています。会報送付がご迷惑な方は、事務局までご一報下さい。

文化財保存新潟県協議会事務局（入会についてのお問い合わせも）

ホームページ：http://www10.ocn.ne.jp/~bunsin-k/

Ｅ－ｍａｉｌ：bun-sin-kyou96@lake.ocn.ne.jp

荒川さんの説明に時を忘れる！

八幡山遺跡の復元住居
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文化財保存新潟県協議会主催 会員でない方初めての方もお気軽に！

あまりにも有名な縄文遺跡の数々を見に行こう！

「信濃の縄文遺跡をたっぷり堪能する旅」 のご案内
県内外の遺跡を訪ね、好評を得ている文化財保存新潟県協議会（文新協）の遺跡見学ツア

ー。今年も昨年に引き続き、お隣の長野県を訪ねます。同じ長野県でも、これまでは北部の

遺跡をまわるのに精一杯でしたが、今回はいよいよ長野県中部の諏訪周辺および東部です。

黒耀石の原産地である長和町鷹山遺跡群にたつ「黒耀石体験ミュージアム」、縄文集落研究の

原点である茅野市尖石遺跡、「縄文農耕論」が生まれた豊かな信濃の遺跡の代表格・富士見町

井戸尻遺跡など、誰もが一度は行ってみたい著名な遺跡の数々をじっくりと見学します。ぜ

ひ、ご参加ください。

会員ではない方、「見学会は初めて」「ひとりで大丈夫かしら」という方も大歓迎！ 甘粕

健会長をはじめ、文新協が誇る講師陣、そして現地の研究者・担当者が、わかりやすくてい

ねいに説明します。バスの中、そして宿舎でも遺跡談義に花が咲き、みんなが仲良しになれ

ます。年に一度のこの機会、ぜひご参加ください！

日 時：2009年１０月３日（土）・４日（日）１泊２日
見学地（予定）：以下の行程を全行程、小型観光バス（車内禁煙）でまわります。

１０月３日（土） ７時３０分、新潟駅南口集合・出発 →富士見町「井戸尻考古館」

および史跡公園（国指定史跡井戸尻遺跡） →諏訪市博物館 →茅野市「尖石縄文考

古館」および史跡公園（特別史跡尖石遺跡・与助尾根遺跡） →宿舎

１０月４日（日） 宿舎出発 →長和町「星くずの里 黒耀石体験ミュージアム」・鷹山

遺跡群（黒耀石原産地・黒耀石鉱山遺跡）→御代田町「浅間縄文ミュージアム」

→１８時３０分、新潟駅南口到着・解散予定

※見学箇所・ルートは、諸事情により変更する場合もあります。

宿泊予定：北白樺高原ブランシュたかやま・ペンション「ジョイハウス」

（長野県小県郡長和町大門3651-82 電話0268-69-2103）

見学会費：ひとり２６，０００円程度（集合時に徴収します）。

なお、会費には、全行程のバス代、宿泊代（１泊２食）、２日分の昼食代、資

料代、見学地の入館料、その他経費を含みます。

申し込み：ハガキ・ファックス・メールのいずれかで「住所、氏名、男女の別、年齢、電

話番号」を明記の上、事務局までお申し込みください。先着２０名で締め切り

ますが、申し込み多数の場合は文化財保存新潟県協議会会員（新潟県内の文化

財保存全国協議会会員のことです）を優先させることがあります。参加者には、

後日、詳細な要項をお送りいたします。なお、宿舎は複数人の相部屋となりま

す。遠方からお出でで途中での合流を希望される方は、その旨ご明記ください

（ご要望には必ずお応えできるとは限りません）。また、申し込み後のキャンセ

ルは、見学会費をいただく場合もありますので、あらかじめご了承ください。

お申し込みはお早めにお願いいたします。


